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年
か
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一
八
六
〇
―
一
九
二
七
年
）
の
諷
刺
画

に
お
け
る
擬
人
化
さ
れ
た
「
日
本（

１

」）

像
を
、
同
時
期
の
日
本
と
西
洋
で
描
か
れ
た
「
日
本
」
像

と
比
較
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
付
さ
れ
た
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。 

彼
の
一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
の
「
日
本
」
を
描
い
た
諷
刺
画
は
、
日
本
内
外
に

お
け
る
大
衆
の
「
日
本
」
像
の
形
成
を
考
慮
す
る
際
、
最
重
要
の
歴
史
資
料
と
筆
者
は
考
え
る
。

な
ぜ
な
ら
彼
の
作
品
制
作
期
は
、
①
日
本
に
と
っ
て
の
シ
ン
ボ
ル
の
形
成
期

（
２
）

・
歴
史
的
転
換
期

（
日
本
の
帝
国
主
義
化
）
に
あ
た
る
と
い
う
時
代
的
な
重
要
性
、
②
「
国
民
意
識
」
の
形
成
に

深
く
寄
与
し
た
雑
誌

（
３
）

の
諷
刺
画

（
４
）

と
い
う
近
代
的
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
の
大
き
さ
、
③
ビ
ゴ
ー
は
、

こ
の
時
期
に
長
期
に
渡
っ
て
日
本
で
居
留
外
国
人
や
日
本
人
に
発
信
し
続
け
た
唯
一
の
外
国

人
風
刺
画
家
で
、
そ
の
作
品
は
こ
の
時
期
の
日
本
の
内
実
を
最
も
良
く
知
っ
た
外
国
人
に
よ
る

諷
刺
で
あ
る
、
と
い
う
３
つ
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
ビ
ゴ
ー
の
「
日
本
」
の
擬
人
像
の
分
析
に
重
き
を
置
い
た
研
究

は
未
だ
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
伝
記
的
な
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
先
行
研
究

に
お
い
て
、
彼
の
作
品
は
日
本
美
術
史
上

（
５
）

も
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
界
で
も
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て

お
り

（
６
）

、
主
に
諷
刺
画
研
究
と
い
う
狭
い
枠
内
で
語
ら
れ
て
き
た
た
め
、
社
会
学
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
、
例
え
ば
拙
稿
で
言
及
す
る
、
彼
の
作
品
が
日
本
人
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。 

ま
た
、
ビ
ゴ
ー
に
関
す
る
先
行
研
究
に
お
い
て
、
彼
の
諷
刺
画
の
評
価
は
、「
い
さ
さ
か
偏

見
に
毒
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
総
じ
て
い
え
ば
、
ビ
ゴ
ー
の
視
界
は
分
別
の
あ
る
思
慮
の

裏
付
け
を
も
っ
て
い
て
、
今
日
み
て
も
楽
し
め
る
し
、
ま
た
、
そ
の
分
析
の
眼
は
鋭
く
、
し
ば

し
ば
予
見
的
で
す
ら
あ
る（

７

」）

、「
こ
れ
ら
の
諷
刺
に
は
時
代
を
超
え
た
普
遍
性
が
あ
り
、
ま
さ

に
そ
れ
は
、
ビ
ゴ
ー
の
人
間
を
見
る
眼
が
た
し
か
で
あ
る
証
左
で
も
あ
る（

８

」）

と
い
っ
た
、
主
に

客
観
性
を
も
っ
た
日
本
諷
刺
と
い
っ
た
も
の
が
主
流
だ
っ
た
と
言
え
、
彼
の
作
品
の
中
に
自
国

フ
ラ
ン
ス
の
正
当
化
、
及
び
そ
れ
に
伴
う
日
本
の
他
者
化
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
第
三
共
和
政
下
の
一
八
八
〇
年
代
か
ら
、
本
格
的
な
帝
国
主

義
の
時
代
に
突
入
し
て
お
り

（
９
）

、
こ
の
十
九
世
紀
後
半
に
、
植
民
地
拡
大
と
相
俟
っ
て
フ
ラ
ン
ス

な
ど
の
列
強
国
で
は
、
自
国
を
「
中
心
」
と
し
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
「
周
辺
」
と
す
る
植

民
地
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
及
び
文
化
が
形
成
さ
れ
た
の
は
多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
に
、
世
界
の
「
中
心
」
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
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フ
ラ
ン
ス
で
醸
成
さ
れ
た
、
自
国
の
正
当
化
及
び
卓
越
化
の
戦
略
と
機
能
を
読
み
解
こ
う
と
試

み
る
。
た
だ
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
ビ
ゴ
ー
の
戦
略
は
必
ず
し
も
十
全
に
は
成
功
し
な
い
。

ビ
ゴ
ー
の
風
刺
画
に
は
、
滞
日
フ
ラ
ン
ス
人
と
し
て
の
立
場
と
か
か
わ
る
主
張
と
挫
折
も

ま
た
浮
か
び
上
が
る
。 

本
稿
で
は
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
の
「
日
本
」
像
を
ビ
ゴ
ー
の
活
躍
期
一
九
八
〇
―
一
九
〇
〇

年
頃
の
西
欧
と
日
本
で
描
か
れ
た
大
衆
の
「
日
本
」
像
を
比
較
す
る
。
こ
こ
で
扱
う
ビ
ゴ
ー
の

「
日
本
」
像
と
は
、
擬
人
化
さ
れ
た
国
家
像
の
寓
意
（
ア
レ
ゴ
リ
ー
）
を
指
し
、
特
定
の
人
物

を
諷
刺
し
た
も
の
や
、
日
本
人
の
風
俗
を
描
い
た
も
の
は
扱
わ
な
い
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
の
よ
う
な
、
国
家
を
寓
意
す
る
擬
人
像
と
日
本
の
そ
れ
と

を
比
較
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
区
分
は
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
し
、

ビ
ゴ
ー
の
作
品
全
て
が
閲
覧
で
き
る
現
状
で
は
な
く
、
一
部
の
作
品
は
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
た
め
、
網
羅
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
西
洋
と
日
本
の
諷
刺
画
に
描
か
れ
た
「
日
本
」

像
も
当
然
全
て
網
羅
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
は
一
試
論
に
と
ど
ま
ろ
う
。 

 

ビ
ゴ
ー
は
一
八
六
〇
年
パ
リ
で
、
官
吏
の
父
と
画
家
の
母
の
間
に
生
ま
れ
た
。
一
八
七
二
年
、

十
二
歳
で
パ
リ
の
美
術
学
校
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
に
入
学
、
ア
カ
デ
ミ
ー
派
の
代
表
的

画
家
で
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
主
題

（
１
０
）

な
ど
を
描
い
た
ジ
ャ
ン
・
レ
オ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
（
一
八
二
四

―
一
九
〇
四
年
）
な
ど
に
師
事
す
る
が
、
一
八
七
六
年
に
経
済
的
理
由
か
ら
退
学
し
、
挿
絵
画

家
と
な
る
。
当
時
流
行
し
て
い
た
日
本
趣
味
の
洗
礼
を
受
け
、
一
八
八
二
年
来
日
し
、
そ
の
翌

年
、
お
雇
い
外
国
人
の
プ
ロ
ス
ペ
ー
ル
・
フ
ー
ク

（
１
１
）

の
尽
力
で
陸
軍
士
官
学
校
の
画
学
教
師
の
職

を
得
、
二
年
間
務
め
る
。
一
八
八
五
年
、
中
江
兆
民
主
宰
の
仏
語
塾
仏
語
学
教
師
と
し
て
六
カ

月
雇
わ
れ
る
（
翌
年
も
半
年
契
約
）。
一
八
八
七
年
に
『
ト
バ
エ
』（
第
二
次
）
を
刊
行
開
始
し
、

一
八
八
九
年
ま
で
約
二
年
間
刊
行
さ
れ
る
（
六
十
九
号
）。
一
八
九
四
年
に
は
日
本
人
女
性
佐

野
マ
ス
と
結
婚
、
一
八
九
五
年
に
は
息
子
が
誕
生
し
、
以
降
精
力
的
に
国
際
情
勢
な
ど
を
扱
っ

た
諷
刺
画
集
を
刊
行
す
る
。
一
八
九
九
年
マ
ス
と
離
婚
し
、
息
子
を
連
れ
て
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国

す
る
。（
こ
れ
は
日
本
の
治
外
法
権
の
撤
廃
に
よ
っ
て
居
留
地
の
治
安
の
悪
化
を
懸
念
し
た
こ

と
と
妻
と
の
不
仲
が
理
由
と
さ
れ
る
。）
こ
の
年
パ
リ
で
仏
人
女
性
と
再
婚
、
同
年
再
婚
相
手

と
の
間
に
娘
が
誕
生
し
て
い
る
。
翌
年
か
ら
旅
行
雑
誌
な
ど
に
挿
絵
を
発
表
し
続
け
る
。
一
九

〇
六
年
、
娘
の
病
気
療
養
の
た
め
、
パ
リ
单
方
郊
外
ビ
エ
ー
ブ
ル
に
転
居
す
る
。
こ
れ
を
機
に

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
引
退
し
、
エ
ピ
ナ
ー
ル
版
画

（
１
２
）

や
雑
誌
の
挿
絵
が
仕
事
の
中
心
と
な
る
。

一
九
一
六
年
に
は
エ
ピ
ナ
ー
ル
版
画
の
版
元
ペ
ル
ラ
ン
社
が
版
画
制
作
を
止
め
た
こ
と
か
ら
、

挿
絵
の
世
界
か
ら
引
退
し
、
油
絵
な
ど
を
中
心
に
描
く
。
町
で
は
着
物
を
着
て
暮
ら
し
、
町
の

人
々
か
ら
は
「
日
本
人
」
と
呼
ば
れ
る
な
ど
親
日
家
と
し
て
知
ら
れ
た
と
い
う
。
一
九
二
七
年

六
十
七
歳
の
時
、
心
臓
麻
痺
で
死
去
し
て
い
る
。 

 

ビ
ゴ
ー
の
日
本
に
お
け
る
諷
刺
画
家
と
し
て
の
本
格
的
な
活
躍
期
は
、『
ト
バ
エ
』
を
刊
行

す
る
一
八
八
七
年
か
ら
帰
国
す
る
一
八
九
九
年
ま
で
の
十
二
年
間
で
あ
る
。
そ
の
受
容
層
は
、

主
に
横
浜
と
東
京
の
外
国
人
居
留
地
に
住
む
外
国
人
だ
っ
た

（
１
３
）

。
一
八
八
七
か
ら
八
八
年
頃
は
、

和
文
と
仏
文
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

（
１
４
）

が
併
用
さ
れ
て
い
る
（『
ト
バ
エ
』
一
―
四
十
一
号
ま
で
）
た

め
、
初
期
の
こ
ろ
は
日
本
人
の
読
者
も
あ
て
こ
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
八
八
七
年
か
ら
一

八
九
九
年
頃
の
外
国
人
の
数
は
、
清
国
人
を
除
く
と
平
均
し
て
お
よ
そ
横
浜
一
三
〇
〇
人
、
東

京
六
〇
〇
人
の
計
一
九
〇
〇
人
で
、
主
に
男
性

（
１
５
）

で
あ
っ
た
。『
ト
バ
エ
』
は
平
均
十
四
ペ
ー
ジ

で
定
価
八
十
銭
だ
っ
た
（
同
時
期
に
発
行
さ
れ
て
い
た
風
刺
雑
誌
『
団
団
珍
聞
』
が
一
部
五
銭

で
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
か
な
り
高
額
だ
っ
た
と
言
え
る
）。
創
刊
時
一
八
八
七

年
の
販
売
部
数
は
一
五
〇
部
程
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
一
八
九
九
年
ま
で
月
二
回
発
行
し
た

が
、
創
刊
当
時
の
売
上
は
見
込
め
ず
一
八
九
九
年
廃
刊
し
た

（
１
６
）

。
そ
の
後
は
様
々
な
名
前
の
作
品
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集
や
雑
誌
を
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、『
ト
バ
エ
』
に
限
ら
ず
、
彼
の
日
本
で
の
諷
刺
画
家

と
し
て
の
活
動
期
で
あ
る
一
八
八
七
年
か
ら
一
八
九
九
年
ま
で
の
作
品
内
の
「
日
本
」
の
国
家

イ
メ
ー
ジ
を
扱
う
。 

  

「
子
ど
も
」
か
ら
「
軍
人
」
へ
成
長
す
る
「
日
本
」
像 

  

彼
の
活
動
期
を
一
八
八
九
年
ま
で
の
憲
法
発
布
以
前
の
時
代
と
一
八
九
五
年
以
降
の
日
清

戦
争
以
降
の
時
代
の
二
期
に
分
け
、「
日
本
」
の
擬
人
像
を
分
類
す
る
と
【
表
１
】
の
よ
う
に

な
る
。 

一
八
九
〇
年
か
ら
一
八
九
四
年
の
間
を
省
い
た
の
は
、
三
島
通
庸
、
山
県
有
朊
を
風
刺
し
官

憲
に
監
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、『
ト
バ
エ
』
を
終
刊
し
、
政
治
色
の
尐
な
い
題
材
へ
移
っ

た
こ
と
に
よ
る

（
１
７
）

。
こ
の
期
間
に
は
、
非
政
治
的
な
内
容
の
諷
刺
画
な
ど
を
描
い
て
い
る
。
こ
の

表
に
よ
れ
ば
、
憲
法
発
布
以
前
は
「
日
本
」
が
主
に
「
子
ど
も
」
と
し
て
描
か
れ
た
時
代
、
日

清
戦
争
以
後
は
主
に
「
軍
人
」
の
時
代
と
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

「
子
ど
も
」
と
し
て
の
「
日
本
」【
図
１
～
３
】
は
、
日
清
戦
争
以
前
の
時
期
に
八
点
描
か

れ
、
も
っ
と
も
多
く
描
か
れ
た
が
、
憲
法
発
布
後
の
作
品
「
条
約
改
正 

釣
り
遊
び
」（
一
八

八
九
年
八
月
一
五
日
）
以
降
全
く
描
か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
そ
の
い
ず
れ
も
が
欧

米
列
強
国
と
対
峙
し
て
い
る
構
図
で
、
反
対
に
「
日
本
」
が
中
国
や
朝
鮮
と
対
峙
す
る
と
き
は

「
日
本
」
は
成
人
男
性
と
し
て
描
か
れ
る
。 

 

イ
ギ
リ
ス
の
『
パ
ン
チ
』
紙
で
は
、「
日
本
」
は
日
清
戦
争
の
初
期
に
「
元
気
の
良
い
子
ど

も
」
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
期
待
を
背
負
っ
て
現
れ
【
図
４
】、
徐
々
に
日
露
戦
争
の
勝
利
へ
向

か
っ
て
「
大
人
」
に
な
っ
て
い
っ
た

（
１
８
）

わ
け
だ
が
、
ビ
ゴ
ー
の
「
子
ど
も
」
よ
り
も
知
恵
の
つ
い

た
尐
年
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
小
さ
い
が
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
戦
う
。
し
か
し
、
ビ
ゴ
ー
の

描
い
た
「
子
ど
も
」
は
歩
行
も
お
ぼ
つ
か
な
い
乳
幼
児
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、『
パ
ン
チ
』
の

そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、
全
く
非
力
で
無
邪
気
あ
る
。 

一
方
ワ
ー
グ
マ
ン
は
「
日
本
」
を
一
度
も
「
子
ど
も
」
と
し
て
擬
人
化
し
な
か
っ
た
。
ま
た

フ
ラ
ン
ス
の
挿
絵
新
聞
『
イ
リ
ュ
ス
ト
ラ
シ
オ
ン
』
紙
に
も
イ
ギ
リ
ス
の
『
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ

ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
』
紙
に
も
「
日
本
＝
子
ど
も
」
イ
メ
ー
ジ
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し

な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
非
力
な
子
ど
も
で
あ
る
「
坊
ち
ゃ
ん
」
と
し
て
の
「
日
本
」
像
は
、
他

で
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
、
や
や
特
異
な
「
日
本
」
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
ビ
ゴ
ー
の
描
い
た
他

の
「
日
本
」
像
に
比
べ
て
も
邪
気
の
な
い
、
彼
の
作
品
の
中
で
も
特
殊
な
位
置
に
あ
る
と
言
え

る
。
こ
の
ビ
ゴ
ー
の
「
坊
ち
ゃ
ん
」
と
し
て
の
「
日
本
」
像
に
籠
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は

何
だ
ろ
う
か
。 

概
し
て
こ
の
時
代
の
欧
米
の
人
々
は
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
人
々
を
「
子
ど
も
」
と
み
な

そ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た

（
１
９
）

。
特
に
十
九
世
紀
後
半
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
ギ
リ
シ
ャ
的
身

体
」
が
、
こ
の
頃
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
人
種
人
類
学
の
成
果
と
結
び
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

人
種
的
優
位
性
を
正
当
化
す
る
た
め
に
称
揚
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た

（
２
０
）

。
人
体
測
定
学
、
頭
蓋
計

測
学
が
、
そ
の
科
学
的
根
拠
を
得
る
た
め
利
用
さ
れ
、「
白
人
の
男
の
子
の
脳
」
と
黒
人
や
白

人
女
性
は
同
じ
程
度
で
あ
り
、
よ
っ
て
「
黒
人
は
ど
の
よ
う
な
価
値
あ
る
文
明
を
も
創
り
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い（

２

」１
）

と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
た

（
２
２
）

。
こ
の
よ
う
な
科
学
的
根
拠
か
ら
、「
务

っ
た
グ
ル
ー
プ
の
成
人
は
優
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
子
ど
も
に
似
て
い
る

（
２
３
）

」
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
十

九
世
紀
後
半
に
は
「
子
ど
も
」
は
科
学
的
に
認
め
ら
れ
た
「
务
性
」
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
な
っ
た
。

例
え
ば
一
八
九
〇
年
ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者
D
・
G
・
ブ
リ
ン
ト
ン
は
「
胎
児
や
幼
児
あ
る
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い
は
サ
ル
の
よ
う
な
特
徴
を
よ
り
多
く
留
め
て
い
る
成
人
は
疑
い
も
な
く
、
も
っ
と
発
達
の
進

ん
だ
人
に
比
べ
て
务
っ
て
い
る
。・
・
・
こ
の
基
準
で
測
定
す
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
す
な

わ
ち
白
人
が
ラ
ン
ク
最
上
位
に
位
置
し
、
ア
フ
リ
カ
人
、
す
な
わ
ち
黒
人
は
最
下
位
に
位
置

す
る

（
２
４
）

。」（
一
八
九
〇
年
）
と
述
べ
て
い
る
。
よ
っ
て
ビ
ゴ
ー
の
「
日
本
＝
ネ
オ
テ
ニ
ー
（
幼
形

成
熟
）」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
独
創
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
は
十
九
世
紀
後
半
の
欧
米
に
お
け
る

了
解
事
頄
を
図
像
化
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
方
で
、
幕
末
・
明
治
期
に
日
本
に
滞
在
し
た
欧
米
人
た
ち
の
多
く
は
、「
こ
ど
も
の
発
見
」

と
も
い
う
べ
き
体
験
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
は
「
私
は
、
こ
れ
ほ
ど
自
分
の
子
供
を
か
わ
い
が
る
人
々
を
み
た
こ
と
が
な
い
。
子
ど
も
を

抱
い
た
り
、
背
負
っ
た
り
、
歩
く
と
き
に
は
い
つ
も
手
を
と
り
、
子
ど
も
の
遊
戯
を
じ
っ
と
見

て
い
た
り
、
参
加
し
た
り
、
い
つ
も
新
し
い
玩
具
を
く
れ
て
や
り
、
遠
足
や
祭
り
に
連
れ
て
行

き
、
子
ど
も
が
い
な
い
と
い
つ
も
つ
ま
ら
な
そ
う
で
あ
る

（
２
５
）

。」（
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
『
日
本
奥

地
紀
行
』
一
八
七
三
年
）
と
日
本
人
の
子
ど
も
へ
の
接
し
方
に
対
し
て
賛
辞
を
呈
し
た
の
は
有

名
で
あ
る
。 

ギ
メ
も
日
本
の
子
供
に
感
銘
を
受
け
て
い
る
。 

「
私
は
、
非
常
に
ま
れ
に
し
か
日
本
の
子
供
が
泣
く
の
を
見
ら
れ
な
い
の
で
、
最
初
は
観
察

し
な
か
っ
た
。
た
ぶ
ん
こ
の
幸
せ
な
特
性
は
、
日
本
の
子
供
の
育
て
方
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
日
本
の
子
供
は
甘
や
か
さ
れ
、
そ
し
て
楽
し
ま
さ
れ
る
。
日
本
は
ま
さ
し
く
子
供
の
楽
園

で
あ
る
と
い
う
の
は
当
然
で
あ
っ
た

（
２
６
）

。」（
傍
線
筆
者
）（
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
『
日
本
散
策
』
一

八
七
八
年
） 

そ
し
て
、
日
本
蔑
視
に
満
ち
た
小
説
『
お
菊
さ
ん
』
の
作
者
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
チ
で
さ
え
も
、

「
私
は
ク
リ
ザ
ン
テ
エ
ム
（
お
菊
さ
ん
）
が
竹
サ
ン
（
お
菊
さ
ん
の
弟
）
に
対
す
る
愛
情
の
純

朴
で
且
つ
気
持
ち
の
よ
い
こ
と
も
ま
た
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
の
上
何
人
も
日
本
人
に
こ
の
特

徴
あ
る
事
を
拒
む
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
即
ち
小
さ
な
子
ど
も
を
可
愛
が
る
こ
と
。
子
供
を
あ

や
し
た
り
、
笑
わ
し
た
り
す
る
技
量
。（
中
略
）
こ
れ
が
此
の
国
に
お
い
て
私
の
好
き
な
唯
一

の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
子
供
と
、
そ
う
し
て
、
子
供
を
理
解
す
る
彼
等
の
方
法
と
が

（
２
７
）

。」（
括
弧

内
筆
者
加
筆
）
と
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
と
子
ど
も
へ
の
接
し
方
に
対
し
て
は
手
放
し
で
絶
賛

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
に
滞
在
し
た
画
家
は
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
日
本
人
の

子
供
を
描
い
た

（
２
８
）

。 

 

お
そ
ら
く
、
滞
日
欧
米
人
た
ち
は
、
子
ど
も
と
大
人
が
並
列
に
あ
る
よ
う
な
「
子
ど
も
の
国
」

「
日
本
」
で
、
そ
れ
ま
で
自
分
た
ち
を
縛
っ
て
き
た
二
頄
対
立
的
思
考
、
例
え
ば
「
優
／
务
」、

「
大
人
／
子
ど
も
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
好
意
的
な
「
日
本
の
子
ど
も
」
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
滞
日
欧
米
人
特
有
の
も

の
で
あ
る
。 

そ
し
て
ビ
ゴ
ー
も
滞
日
欧
米
人
同
様
、
日
本
の
子
ど
も
を
好
意
的
に
見
、「
子
ど
も
の
国
＝

日
本
」
に
希
望
や
期
待
を
寄
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
の
が
、
一
八
八
九
年
二
月
十
一
日
の
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
時
に
刊
行
さ
れ
た
号
の
最
初
に

掲
載
さ
れ
た
「
よ
ち
よ
ち
歩
き
（les  prem

iers pas

）」【
図
３
】
で
あ
る
。 

 

最
初
の
絵
に
一
八
六
七
年
か
ら
一
八
八
九
年
に
至
る
道
程
で
「
子
ど
も
（
坊
ち
ゃ
ん
）」
の

姿
を
し
た
「
日
本
」
の
手
を
引
く
「
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
（
マ
リ
ア
ン
ヌ
）」
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
次
の
絵
で
は
一
八
八
九
年
の
時
点
（
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
）
で
「
勝
手
に
お
し
！
」
と

マ
リ
ア
ン
ヌ
は
「
坊
ち
ゃ
ん
（
日
本
）」
の
手
を
は
な
し
、「
坊
ち
ゃ
ん
（
日
本
）」
は
ビ
ス
マ

ル
ク
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
大
軍
の
上
に
放
り
出
さ
れ
る
。 
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確
か
に
、
盲
目
的
に
ド
イ
ツ
を
信
奉
し
た
り
、
身
分
不
相
応
な
条
約
改
正
や
軍
国
化
を
求
め

た
り
し
た
こ
と
を
「
子
ど
も
」
と
し
て
ビ
ゴ
ー
は
「
日
本
」
を
痛
烈
に
諷
刺
し
、
批
判
し
て
い

た
わ
け
だ
が
、
一
八
八
九
年
の
憲
法
発
布
ま
で
は
、
近
代
化
へ
踏
み
出
す
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

「
日
本
」
を
明
る
い
希
望
を
抱
い
て
見
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
「
子
ど
も
」
に

は
仏
側
の
希
望
も
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ビ
ゴ
ー
に
と
っ
て
最
も
許
せ
な
い
事
態

が
「
日
本
」
の
ド
イ
ツ
（
普
仏
戦
争
の
戦
勝
国
）
化
で
あ
り
、「
フ
ラ
ン
ス
」
に
懐
か
な
い
「
日

本
」
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
「
子
ど
も
」
像
の
邪
気
の
無
さ
は
、
日
清
戦
争
以
後
に
主
に
描
か
れ
た
「
日
本
＝
軍
人
」

と
比
べ
る
と
よ
り
際
立
つ
【
図
５
、
６
】。
日
清
戦
争
を
機
に
「
子
ど
も
」
か
ら
「
大
人
」
へ

と
「
日
本
」
像
が
変
化
す
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
『
パ
ン
チ
』
紙
と
同
様
と
言
え
る
。
し
か
し
、

イ
ギ
リ
ス
の
『
パ
ン
チ
』
紙
の
よ
う
に
、
積
極
的
に
帝
国
化
に
参
加
す
る
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
軍

人
で
は
な
い
。「
軍
人
」
と
し
て
の
「
日
本
」
は
主
に
、
狡
獪
な
「
大
人
の
男
性
＝
イ
ギ
リ
ス
」

に
巧
く
利
用
さ
れ
て
い
る
「
小
さ
な
軍
人
」
と
し
て
描
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画

の
中
で
「
日
本
」
は
一
貫
し
て
「
列
強
」
よ
り
も
弱
者
と
し
て
描
か
れ
た
と
言
え
る
。 

 

ま
た
、「
日
本
」
が
「
女
性
」
と
し
て
描
か
れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
と

い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
列
強
国
と
接
す
る
と
き
で
、
そ
の
時
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア

は
軍
朋
の
成
人
男
性
と
し
て
描
か
れ
る
【
図
７
、
８
】。 

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
期
の
「
西
洋
」
に

と
っ
て
、「
和
装
の
女
性
」
や
「
ゲ
イ
シ
ャ
」
は
、
男
性
の
快
楽
の
た
め
に
奉
仕
す
る
他
者
と

し
て
、
性
的
な
幻
想
を
持
た
れ
て
い
た
こ
と
は
多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る

（
２
９
）

。
つ
ま
り
こ
の
「
日
本
＝
和
装
の
女
性
」
像
は
、「
西
洋
列
強
国
」
に
と
っ
て
魅
力
的
で

且
つ
、「
ゲ
イ
シ
ャ
」
と
い
う
西
洋
風
の
モ
ラ
ル
を
超
越
し
た
、
性
的
に
奔
放
な
反
道
徳
的
メ

タ
フ
ァ
ー
を
付
さ
れ
た
「
日
本
」
像
と
言
え
る
。 

日
仏
関
係
―
―
避
け
ら
れ
る
性
愛
の
メ
タ
フ
ァ
ー 

 

一
方
、
ビ
ゴ
ー
が
自
国
「
フ
ラ
ン
ス
」
を
描
く
と
き
は
、「
坊
ち
ゃ
ん
」
を
導
く
「
マ
リ
ア

ン
ヌ
」【
図
３
】
で
あ
り
、「
列
強
」
に
振
り
回
さ
れ
る
「
日
本
」
を
傍
観
し
て
い
る
「
大
人
の

男
性
（
軍
人
）」【
図
２
、
５
、
８
】
で
あ
る
。
し
か
し
、「
フ
ラ
ン
ス
」
は
決
し
て
「
傍
観
者
」

で
は
な
か
っ
た
。
対
日
外
交
に
お
け
る
実
際
の
フ
ラ
ン
ス
は
「
列
強
」
と
張
り
合
い
、「
日
本
」

の
主
導
権
を
得
よ
う
と
画
策
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
当
時
兵
器
の
輸
入
に
関
し
て
は
フ
ラ
ン
ス

と
イ
ギ
リ
ス

（
３
０
）

、
日
本
陸
軍
の
指
導
を
巡
っ
て
は
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
主
導
権
争
い

（
３
１
）

が
激
し

く
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
フ
ラ
ン
ス
は
「
傍
観
者
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
争
い
に
フ
ラ
ン
ス
は
尽
く
敗
北
し
た
た
め
、「
フ
ラ
ン
ス
」
を
傍
観
者
と
し
て
、

「
日
本
」
を
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
無
分
別
な
「
子
ど
も
」
と
し
て
描
く
こ
と
で
フ
ラ
ン
ス
の
面
子

を
保
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
日
本
」
と
「
フ
ラ
ン
ス
」
が
男
女
関
係
と
し
て
描
か
れ

な
か
っ
た
の
は
、「
フ
ラ
ン
ス
」
は
他
の
「
列
強
国
＝
大
人
の
男
性
」
と
「
日
本
＝
和
装
の
女

性
」
と
の
よ
う
な
「
不
埒
な
関
係
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

し
て
「
フ
ラ
ン
ス
」
が
も
っ
と
も
恐
れ
る
事
態
、
そ
れ
は
「
日
本
」
と
い
う
可
愛
い
「
女
性
」

を
他
の
「
男
性
」（
列
強
国
）
に
寝
と
ら
れ
る
と
い
う
恥
辱
を
受
け
る
こ
と
、
つ
ま
り
「cocu

コ
キ
ュ

（
寝

取
ら
れ
男
）」
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
ビ
ゴ
ー
は
絶
対
に
避
け
よ
う
と
し
た
た
め
、
日

仏
関
係
を
描
く
際
、
両
者
間
の
性
愛
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
排
除
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
な
作
品
が
『
コ
キ
ュ
ラ
ン
・
ラ
ポ
ニ
の
誤
審
』（
一
八
九

八
年
）【
図
９
】
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
仏
間
の
不
平
等
条
約
を
解
消
す
る
日
仏
条
約
（
一
八
九

七
年
十
月
に
下
院
で
、
同
年
十
二
月
に
上
院
で
承
認
、
一
八
九
九
年
八
月
四
日
に
施
行

（
３
２
）

）
承
認

後
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
滞
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
意
向
を
裏
切
っ
て
不
平
等
条
約
を
解
消
し
た
自
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国
フ
ラ
ン
ス
へ
の
ビ
ゴ
ー
の
恨
み
節
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、「
日
本
」
を
魅
力
的
な
「
着

物
を
着
た
女
性
」
と
し
て
、
滞
日
フ
ラ
ン
ス
人
を
、
彼
女
と
結
婚
し
浮
気
さ
れ
る
「cocu

」
と

し
て
、
自
国
フ
ラ
ン
ス
政
府
を
、「
日
本
＝
女
性
」
の
色
気
に
騙
さ
れ
る
「
裁
判
員
」
と
し
て

描
い
て
お
り
、
日
仏
関
係
を
唯
一
男
女
関
係
で
描
い
た
も
の
で
、
異
色
の
作
品
で
あ
る
。 

ビ
ゴ
ー
は
、
こ
の
風
刺
画
に
お
い
て
自
国
フ
ラ
ン
ス
の
偽
善
と
本
音
を
暴
い
て
い
る
。
実
際

フ
ラ
ン
ス
は
日
本
と
い
う
魅
力
的
な
女
性
を
我
が
物
に
し
よ
う
と
狙
っ
て
い
た
の
だ
と
。
だ
が

そ
れ
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
こ
に
、
自
国
フ
ラ
ン
ス
か
ら
も
、「
日
本
」
か
ら
も
「
裏
切
ら

れ
た
男
（cocu

）」
で
あ
る
滞
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
ビ
ゴ
ー
（
彼
の
自
画
像
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
女
の
色
気
に
騙
さ
れ
る
裁
判
員
と
同
様
に
、

日
本
（
女
）
に
対
す
る
支
配
的
な
位
置
が
奪
わ
れ
た
男
（
ビ
ゴ
ー
）
の
挫
折
が
、
皮
肉
な
自
画

像
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
と
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
風
刺
画
に
お
い
て
、
ビ
ゴ
ー
が
日
仏
関
係
を
表
す
場
合
に
の
み
性

愛
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
避
け
た
の
は
、
自
国
の
外
交
の
失
敗
を
露
に
し
な
い
と
い
う
彼
の
周
到
な

配
慮
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
時
の
不
平
等
条
約
の
解
消
は
、
滞
日
フ
ラ
ン
ス

人
と
し
て
の
彼
の
主
張
に
大
き
く
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
挫
折
を
テ
ー
マ
に
風
刺
画
を

描
く
時
、
ビ
ゴ
ー
は
こ
れ
ま
で
抑
圧
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
欲
望
の
み
な
ら
ず
、
彼
自
身
の
日

本
へ
の
性
的
眼
差
し
を
も
露
に
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
。 

さ
て
、
例
外
的
な
作
品
『
コ
キ
ュ
ラ
ン
・
ラ
ポ
ニ
の
誤
審
』
か
ら
離
れ
て
、
今
一
度
ビ
ゴ
ー

の
政
治
風
刺
画
を
見
渡
す
と
、
そ
こ
で
は
、
日
本
に
対
す
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
完
全
に
ド
イ
ツ
や

イ
ギ
リ
ス
に
奪
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
、
ビ
ゴ
ー
の
立
場
を
反
映
し
、「
日
本
」
は
決
し
て
美
化

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
常
に
「
列
強
国
」
よ
り
も
弱
者
と
し
て
描
か
れ
た
。
一
方
自
国
「
フ
ラ

ン
ス
」
は
一
貫
し
て
ヘ
ゲ
モ
ニ
ッ
ク
な
身
体
で
描
か
れ
続
け
る
。
つ
ま
り
、
日
本
に
お
け
る
フ

ラ
ン
ス
の
対
日
政
策
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
は
日
本
に
と
っ
て
フ
ラ
ン

ス
の
国
家
威
信
が
揺
ら
ぐ
こ
と
を
極
端
に
さ
け
、
日
本
で
の

威

厳

プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ュ

を
保
守
す
る
こ
と
に

固
執
し
た
（
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
は
日
本
に
お
け
る
自
国
の
威
厳
を
貶
め
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
、
不
平
等
条
約
の
改
正
に
最
後
ま
で
反
対
し
た

（
３
３
）

）。
そ
れ
は
、
実
際
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
が
フ

ラ
ン
ス
の
対
日
政
策
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
国
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
で
の
立
場
を
正
当
化

す
る
目
的
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る

（
３
４
）

。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ビ
ゴ

ー
は
自
国
フ
ラ
ン
ス
の
帝
国
主
義
に
無
批
判
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
一
八
九
八
年
五

月
発
行
の
『
極
東
に
て
』（
横
浜
開
港
資
料
館
蔵
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
力
の
均
衡
」
は
、
シ
ー

ソ
ー
に
フ
ラ
ン
ス
を
含
む
列
強
国
が
座
り
、
そ
の
支
柱
と
な
っ
て
押
し
潰
さ
れ
て
い
る
「
中
国
」

が
泣
い
て
い
る
と
い
う
構
図
で
、
痛
烈
に
自
国
「
フ
ラ
ン
ス
」
の
中
国
進
出
を
風
刺
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
こ
で
も
「
日
本
」
は
そ
の
シ
ー
ソ
ー
に
乗
ろ
う
と
慌
て
て
梯
子
を
か
け
よ
う
と
し
て

シ
ー
ソ
ー
の
上
の
「
イ
ギ
リ
ス
」
に
あ
し
ら
わ
れ
る
「
小
さ
な
軍
人
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

よ
う
に
、
彼
の
諷
刺
画
に
お
い
て
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
決
し
て
「
日
本
」
側
に
あ
る
こ
と
は
な
く
、

常
に
西
洋
列
強
国
に
あ
る
。 

ビ
ゴ
ー
の
「
日
本
」
像
に
客
観
性
が
あ
る
と
す
る
先
行
研
究
に
、
筆
者
も
異
論
は
な
い
。
実

際
当
時
の
「
日
本
」
は
「
近
代
国
家
」
と
も
「
軍
事
大
国
」
と
も
言
い
難
く
、
醜
く
近
代
化
し

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
し
、「
日
本
」
の
ド
イ
ツ
化
が
、「
日
本
」
の
そ
の
後
の
軍
国
主
義
化
を
招

い
た
不
幸
の
要
因
と
な
っ
た
の
は
否
定
で
き
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し
、
そ
こ
に
日
仏
関
係
を
見

る
と
き
、
両
者
の
イ
メ
ー
ジ
に
客
観
性
が
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
こ
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
と
列
強
国
と
の
「
日
本
」
を
巡
る
熾
烈
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
、
及
び
そ
れ
に
次

ぐ
フ
ラ
ン
ス
の
敗
北
が
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。 
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ビ
ゴ
ー
の
「
日
本
」
像
の
内
在
化 

  

こ
こ
で
最
終
的
に
、
ビ
ゴ
ー
の
「
日
本
」
像
の
世
界
史
的
位
置
に
つ
い
て
ま
と
め
て
結
語
と

し
た
い
。
ビ
ゴ
ー
と
同
時
代
に
西
洋
で
表
わ
さ
れ
た
「
日
本
」
像
は
、『
お
菊
さ
ん（

３

』５
）

『
蝶
々

夫
人（

３

』６
）

、「
サ
ム
ラ
イ（

３

」７
）

「
ゲ
イ
シ
ャ（

３

」８
）

と
い
っ
た
表
象
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
現

実
の
「
日
本
」
と
か
け
離
れ
た
「
幻
想
の
国
」
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
し
て
ビ

ゴ
ー
の
「
日
本
」
像
は
、
実
際
彼
が
日
本
の
政
界
や
有
識
者
や
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
と
交
流
が
あ

り
、
日
本
の
世
相
や
世
界
情
勢
に
も
精
通
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
格
段
に
リ
ア
リ

テ
ィ
を
も
っ
た
も
の
で
、
そ
の
諷
刺
は
的
確
で
説
得
力
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
彼
の
諷
刺
雑
誌

は
居
留
地
を
中
心
に
捌
か
れ
部
数
も
さ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
新
し
い
表
現
を
模
索
し
て

い
た
日
本
の
諷
刺
画
家
に
よ
っ
て
熱
心
に
受
容
さ
れ

（
３
９
）

、
日
本
の
諷
刺
新
聞
や
雑
誌
で
再
提
示
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
彼
が
図
像
化
し
た
「
日
本
＝
非
力
な
子
ど
も
」
イ

メ
ー
ジ
は
日
清
・
日
露
戦
争
以
後
も
描
か
れ
る
「
日
本
」
イ
メ
ー
ジ
の
源
流
と
な
っ
た

（
４
０
）

【
図
10
】。

（
し
か
し
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
を
正
当
化
す
る
機
能
を
付
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
、
つ
ま
り
日

仏
関
係
を
優
―
务
と
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
帝
国
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
反
映
し
た
自
国
に

都
合
の
良
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
だ
が
。）
よ
っ
て
国
民
国
家
形
成
期
に
雑
誌
と
い
う
媒
体
（
国

民
国
家
を
創
り
だ
す
文
化
装
置
）
を
通
し
て
ビ
ゴ
ー
が
日
本
の
大
衆
の
自
国
像
（
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
及
び
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
形
成
に
与
え
た
影
響
は
は
か
り
し
れ
な
い

と
思
わ
れ
る
（
特
に
こ
の
【
図
10
】
は
、
構
図
と
い
い
、
子
ど
も
の
朋
装
と
い
い
ビ
ゴ
ー
の
「
坊

ち
ゃ
ん
」
の
画
【
図
１
、
２
】
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
）。 

こ
の
「
日
本
＝
非
力
な
こ
ど
も
」
の
イ
メ
ー
ジ
こ
そ
、
ビ
ゴ
ー
が
世
界
的
に
最
も
早
く
図
像

化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
「
無
垢
な
子
ど
も
」
は
滞
日
外

国
人
が
日
本
で
「
発
見
」
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
滞
日
諷
刺
画
家
と
し
て
は
ビ
ゴ
ー
し
か
描

い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
氏
は
夙
に
「
脅
威
を
与
え
る
世
界
に
対
し
て
自
分
た
ち
は
気
弱
で
あ
る
」

と
い
う
「
小
さ
な
日
本
」
イ
メ
ー
ジ
こ
そ
一
世
紀
前
か
ら
現
在
ま
で
一
貫
し
て
日
本
が
諷
刺
画

に
お
い
て
描
き
続
け
て
い
る
自
国
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

（
４
１
）

。
本
研
究
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
ビ
ゴ
ー
が
日
清
戦
争
の
以
前
の
段
階
（
一
八
八
〇
年
代
）
に
お
い
て
提
示
し
た
イ
メ
ー

ジ
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
の
風
刺
漫
画
に
影
響
を
与
え
て
内
在
化
さ
れ
、
日
本
の
自
国
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

    

注 

（
１
）
こ
こ
で
「
日
本
」
と
鍵
括
弧
付
き
の
表
記
を
す
る
の
は
、「
日
本
」
と
い
う
認
識
は
、 

何
ら
本
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
近
代
の
社
会
状
況
の
な
か
で
創
ら
れ
た
想
像
の
産 

物
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
「
想
像
の
共
同
体
」（
ベ 

ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
『
定
本 

想
像
の
共
同
体
』
書
籍
工
房
早
山
、
ニ
○
○ 

七
年
）
論
や
、
千
島
樺
太
交
換
条
約
（
一
八
七
五
年
）、
琉
球
処
分
（
一
八
七
九
年
） 

に
始
ま
り
、
そ
の
後
の
植
民
地
拡
大
と
、
近
代
を
通
し
て
「
日
本
」
の
境
界
（
国
境
線
） 

が
変
動
し
続
け
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
変
容
し
続
け
た
こ
と
な
ど
を 

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
（
小
熊
英
二
『
卖
一
民
族
神
話
の
起
源 

〃
日
本
人
〄
の
自
画 

像
の
系
譜
』
新
曜
社
、
一
九
九
五
年
、
参
照
）。 

（
２
）
こ
の
時
期
日
本
で
は
、
琉
球
処
分
（
一
八
七
九
年
）
や
北
海
道
庁
設
置
（
一
八
八
六 
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年
）
と
い
っ
た
領
土
の
占
有
及
び
、
一
八
八
九
年
の
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
、
一
八 

九
〇
年
の
帝
国
議
会
開
設
、
教
育
勅
語
の
発
布
な
ど
、
西
欧
的
国
民
国
家
化
の
た
め 

の
制
度
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
と
同
時
に
、「
国
民
国
家
」
の
シ
ン
ボ
ル
の
創
出
と
い
う 

課
題
の
中
で
、
天
皇
の
神
話
的
装
置
化
が
な
さ
れ
た
（
高
木
博
志
「
明
治
維
新
と
古 

代
文
化
の
復
興
」
『
幕
末
・
維
新
を
考
え
る
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。 

（
３
） 

国
民
国
家
に
と
っ
て
必
要
な
国
民
統
合
の
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
（
西
川
長
夫 

『
幕
末
・
明
治
期
の
国
民
国
家
形
成
期
と
文
化
変
容
』
新
曜
社
、
十
一
―
十
三
頁
）
で 

あ
り
、「
国
民
」
を
「
統
一
体
」
と
し
て
自
明
視
さ
せ
る
、「
近
代
」
に
と
っ
て
基
幹 

的
な
も
の
で
あ
る
（
李
孝
徳
『
表
象
空
間
の
近
代 

明
治
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
編
成
』 

序
章
、
新
曜
社
、
一
九
九
六
年
、
九
―
十
七
頁
）。 

（
４
） 

諷
刺
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
民
衆
レ
ベ
ル
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
エ
ス
ニ
ッ
ク
・ 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
及
び
対
外
世
界
観
を
理
解
す
る
の
に
有
益
な
資
料
で
あ
る
。 

そ
れ
は
絵
画
・
彫
刻
等
の
「
美
術
」
作
品
が
世
論
と
は
か
け
離
れ
た
社
会
的
支
配
階 

層
の
眼
差
し
と
結
び
つ
い
て
成
立
し
て
い
る
の
に
対
し
、
風
刺
漫
画
と
は
そ
の
作
者 

と
鑑
賞
者
が
一
定
程
度
の
世
論
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
成
立
す
る
と
い
う 

特
性
に
よ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
文
字
表
象
よ
り
も
人
々
に
強
い
印
象
を
残
し
た
で
あ 

ろ
う
し
、
知
識
階
級
か
ら
文
盲
層
に
ま
で
、
よ
り
幅
広
い
層
に
受
用
さ
れ
た
に
違
い 

な
い
。 

（
５
） 

日
本
で
活
躍
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
諷
刺
画
家
ワ
ー
グ
マ
ン(C

harles W
irgm

an , 1832-91) 

が
五
姓
田
義
松
や
高
橋
由
一
ら
の
油
画
を
指
導
し
、
日
本
美
術
史
に
名
を
残
し
た
の 

に
比
し
て
、
ビ
ゴ
ー
が
日
本
洋
画
史
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ
れ
る
。 

そ
の
理
由
と
し
て
山
口
氏
は
、
ビ
ゴ
ー
の
来
日
の
目
的
は
日
本
の
絵
画
を
学
ぶ
た
め 

で
あ
っ
て
、
日
本
人
へ
の
絵
画
指
導
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
と
指
摘
す
る
（
山
口
項 

子
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
の
な
か
の
ビ
ゴ
ー
」『
明
治
美
術
研
究
学
会
第
八
回
研
究
報 

告
』
一
九
八
五
年
、
一
頁
）。 

（
６
） 

「
ビ
ゴ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
ほ
と
ん
ど
無
名
で
あ
る
。」（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ラ
ッ 

 
 
 

 

ク
「
東
京
の
観
察
者
ビ
ゴ
ー
」『
絹
と
光
』
ア
シ
ェ
ッ
ト
婦
人
画
報
社
、
二
〇
〇
二 

 
 
 

 

年
、
一
七
六
頁
）。
ま
た
、「
フ
ラ
ン
ス
で
書
か
れ
た
い
く
つ
か
の
ビ
ゴ
ー
論
で
は
彼 

の
漫
画
家
と
し
て
の
作
品
は
完
全
に
隠
ぺ
い
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
（
エ
レ
ー
ヌ
・ 

コ
ル
ヌ
ヴ
ァ
ン
「
版
画
か
ら
漫
画
ま
で
―
ビ
ゴ
ー
の
見
た
明
治
の
日
本
―
」『
続
ビ
ゴ 

ー
日
本
素
描
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
二
二
七
頁
）。 

（
７
） 

酒
井
忠
康
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
再
考
を
機
に
」『
ビ
ゴ
ー
素
描
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

１ 

―
明
治
の
風
俗
―
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
五
四
頁
。 

（
８
） 

清
水
勲
「
作
品
解
説
」『
ビ
ゴ
ー
素
描
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２ 

―
明
治
の
世
相
―
』
岩
波 

 
 
 

 

書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
四
八
頁
。 

（
９
） 

柴
田
三
千
雄
「
共
和
主
義
に
よ
る
国
民
統
合
」『
フ
ラ
ン
ス
史10

講
』
岩
波
書
店
、 

二
〇
〇
六
年 

、
一
七
八
頁
。 

（
１０
）
例
え
ば
リ
ン
ダ
・
ノ
ッ
ク
リ
ン
は
ジ
ャ
ン
・
レ
オ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
絵
画
を
「
東 

方
自
体
の
不
可
解
性
を
意
味
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（「
虚
構
の
オ
リ
エ
ン
ト
」 

『
絵
画
の
政
治
学
』
彩
樹
社
、
一
九
九
六
年
）。
ビ
ゴ
ー
が
東
方
に
憧
れ
た
一
因
と
し 

て
こ
の
師
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。 

（
１１
）
プ
ロ
ス
ペ
ー
ル
・
フ
ォ
ル
テ
ュ
ネ
・
フ
ー
ク
（
一
八
四
三
―
一
九
〇
六
年
）
は
、
明 

治
二
年
伊
藤
博
文
の
斡
旋
で
日
本
に
招
か
れ
、
陸
軍
に
フ
ラ
ン
ス
兵
法
を
教
え
た
。 

そ
の
後
陸
軍
大
学
校
な
ど
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
る
。
日
本
の
政
財
界
の
要
人
と
交 
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流
が
あ
り
、
ビ
ゴ
ー
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ソ
ー
ス
的
役
割
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う 

（
清
水
勲
『
明
治
の
諷
刺
画
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
』
新
潮
社
会
、
一
九
七
八
年
、 

四
六
―
五
二
頁
）。 

（
１２
）
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
レ
ー
ヌ
州
の
州
都
エ
ピ
ナ
ー
ル
に
本
拠
を
置
く
ペ
ル
ラ
ン
社
が
、
十 

八
世
紀
末
以
来
発
行
す
る
民
衆
版
画
。
数
百
、
数
千
枚
と
い
う
卖
位
で
刷
ら
れ
、
宣 

伝
用
に
使
わ
れ
た
。
第
一
次
大
戦
で
エ
ピ
ナ
ー
ル
の
町
は
被
害
を
蒙
り
、
一
九
一
六        

年
ペ
ル
ラ
ン
社
は
版
画
制
作
を
止
め
る
（
及
川
茂
『
フ
ラ
ン
ス
の
浮
世
絵
師
ビ
ゴ
ー
』  

木
魂
社
、
一
九
九
八
年
）。 

（
１３
）
清
水
勲
『
明
治
の
諷
刺
画
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
』
新
潮
社
会
、
一
九
七
八
年
、 

八
十
一
頁
。 

（
１４
）
和
文
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
清
水
氏
に
よ
っ
て
、
中
江
兆
民
の
塾
生
に
よ
る
も
の
か 

と
推
測
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
、
山
口
項
子
氏
に
よ
っ
て
新
体
詩
人
、
中
西
梅
花
が 

協
力
し
て
い
る
と
内
田
魯
庵
が
証
言
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。（
山
口
項
子
氏
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り 

http://gfbigot.blogspot.com
/2006/12/blog

-post.htm
l

） 

（
１５
）
男
女
別
構
成
は
、
男
性
五
十
三
・
八
％
、
女
性
十
七
・
七
％
、
女
児
十
二
・
七
％
、 

 

 
 
 

 

男
児
十
五
・
九
％
（
一
八
九
三
年
）。
国
籍
別
構
成
は
、
中
国
人
を
除
い
て
、
イ
ギ
リ 

ス
人
五
十
％
、
ア
メ
リ
カ
人
十
六
％
、
ド
イ
ツ
人
九
％
、
フ
ラ
ン
ス
人
八
％
、
そ
の 

他
十
七
％
（
一
八
九
三
年
）
だ
っ
た
（
以
上
、『
図
説
横
浜
外
国
人
居
留
地
』
横
浜
開 

港
資
料
館
、
有
隣
堂
、
一
九
九
八
年
、
三
十
一
頁
）。 

（
１６
）
清
水
勲
、
前
掲
書
、
一
九
七
八
年
、
八
十
一
頁
。 

（
１７
）
清
水
勲
、『
ビ
ゴ
ー
の
世
界
』
山
川
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
一
五
八
頁
。 

（
１８
）
東
田
雅
博
、『
図
像
の
な
か
の
中
国
と
日
本
』
山
川
出
版
、
一
九
九
八
年
、
一
六
八
頁
。 

（
１９
）
東
田
雅
博
、
同
前
、
一
六
八
頁
。 

（
２０
）
若
桑
み
ど
り
『
イ
メ
ー
ジ
の
歴
史
』
放
送
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
六
五
頁
。 

（
２１
）
G
・
ブ
ロ
カ
の
一
八
八
一
年
の
発
表
論
文
。 

（
２２
）
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
J
・
グ
ー
ル
ド
『
人
間
の
測
り
ま
ち
が
い
』
河
出
書
房
、
一
九
八 

九
年
、
一
一
九
頁
。 

（
２３
）
同
前
、
一
三
四
頁
。 

（
２４
）
同
前
、
一
三
六
頁
。 

（
２５
）
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
『
日
本
奥
地
紀
行
』
平
凡
社
、
一
八
七
三
年
。 

（
２６
）
ギ
メ
、
レ
ガ
メ
ー
『
東
京
日
光
散
策
・
日
本
素
描
紀
行
』
雄
松
堂
出
版 

一
九
八
三 

年
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

（
２７
）
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
チ
『
お
菊
さ
ん
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
一
四
八
頁
。 

（
２８
）
例
え
ば
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
レ
ガ
メ
ー
や
ヘ
レ
ン
・
ハ
イ
ド
に
は
日
本
の
子
ど
も
を
描 

い
た
版
画
が
あ
る
。 

（
２９
）
佐
伯
項
子
「『
ゲ
イ
シ
ャ
』
の
発
見
―
『
他
者
』
化
さ
れ
る
日
本
―
」『
美
術
史
と
他 

 
 

者
』
晃
洋
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
参
照
。
ま
た
和
装
の
女
性
へ
の
賛
美
の
一
例
と
し
て
、 

バ
ー
ド
は
「
あ
る
日
、
西
郷
（
従
道
）
文
部
卿
夫
人
が
美
し
い
和
朋
を
着
て
訪
ね
て 

き
た
。・
・
・
彼
女
は
美
し
く
て
魅
力
的
な
顔
を
し
て
お
り
、
和
朋
の
姿
は
優
美
で
威 

厳
が
あ
っ
た
。
洋
装
で
あ
っ
た
ら
、
ま
っ
た
く
そ
の
逆
に
見
え
た
で
あ
ろ
う
。」（
第 

五
信
）
と
い
う
記
述
を
残
し
て
い
る
（
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
『
日
本
奥
地
紀
行
』
平 

凡
社
、
一
八
七
三
年
）
。 

（
３０
）
日
本
の
兵
器
輸
入
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
争
い
に
つ
い
て
は
、
長 

島
要
一
『
明
治
の
外
国
步
器
商
人
』
中
公
新
書
、
一
九
九
五
年
、
五
十
九
、
七
十
九
、 
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一
一
三
頁
参
照
。 

（
３１
）
日
本
陸
軍
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
主
導
権
争
い
に
関
し
て
は
、
篠
原
宏
『
陸 

軍
創
設
史 

フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
影
』
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
三
年
、
四
二 

九
―
四
四
七
頁
参
照
。 

（
３２
）
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ム
ズ
『
幕
末
・
明
治
日
仏
関
係
史
―
一
八
五
四
―
一
八
九
五
年
―
』 

矢
田
部
厚
彦
訳
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
一
九
九
頁
。 

（
３３
）
同
前
、
一
六
九
―
二
〇
九
頁
。 

（
３４
）
清
水
勲
氏
は
、
彼
の
『
ト
バ
エ
』
発
行
の
活
動
は
仏
公
使
館
の
経
済
的
援
助
を
得
て 

い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。（
清
水
勲
、
前
掲
書
、
二
〇
〇
二
年
、
一
六 

六
頁
。） 

（
３５
）
一
八
八
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
出
版
さ
れ
た
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
チ
の
『
お
菊
さ
ん
』
の
日 

本
イ
メ
ー
ジ
が
西
欧
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
に
関
し
て
は
、
和
田
章
男
「
ピ
エ
ー 

ル
・
ロ
チ
『
お
菊
さ
ん
』
―
日
本
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
物
語
―
」『
異
邦
人
の
見
た
近
代 

日
本
』
和
泉
書
店
、
一
九
九
九
年
、
林
久
美
子
「
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
レ
ガ
メ
ー
『
お 

菊
さ
ん
の
バ
ラ
色
ノ
ー
ト
』
の
試
み
―
「
黄
禍
論
」
時
代
に
お
け
る
ピ
エ
ー
ル
・
ロ 

テ
ィ
へ
の
反
駁
―
」『
比
較
文
学
』
四
十
九
、
日
本
比
較
文
学
会
、
二
〇
〇
六
年
な
ど 

参
照
。 

（
３６
）
一
九
〇
四
年
に
は
ミ
ラ
ノ
で
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
『
蝶
々
夫
人
』
が
発
表
さ
れ
、 

そ
の
人
気
は
欧
米
を
席
巻
し
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、『
お
菊
さ
ん
』
の
完
全
な
「
焼 

き
増
し
」
だ
っ
た
（
小
川
さ
く
え
「
ジ
ョ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
ロ
ン
グ
『
蝶
々
夫
人
』 

―
男
性
の
欲
望
を
映
し
出
す
ス
ク
リ
ー
ン
と
し
て
の
日
本
女
性
―
」『
宮
崎
大
学
教
育 

文
化
学
部
紀
要
』（
十
二
）、
二
〇
〇
五
年
、
八
十
三
頁
）。 

（
３７
）
一
八
九
九
年
、
ア
メ
リ
カ
で
新
渡
戸
稲
造
の
『
步
士
道
―
日
本
の
魂
』
が
発
刊
さ
れ
、 

べ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
に
な
り
、
西
洋
の
「
日
本
」
像
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
多
く
の 

先
行
研
究
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

（
３８
）
十
九
世
紀
後
半
の
「
日
本
＝
ゲ
イ
シ
ャ
」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
形
成
に
つ
い
て
は
、 

佐
伯
項
子
「『
ゲ
イ
シ
ャ
』
の
発
見
―
『
他
者
』
化
さ
れ
る
日
本
―
」『
美
術
史
と
他 

者
』
晃
洋
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
に
詳
し
い
。 

（
３９
）
清
水
勲
氏
は
『
ト
バ
エ
』
は
、
主
要
な
新
聞
社
に
配
ら
れ
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る 

（
清
水
勲
「
事
件
の
目
撃
者
・
記
録
者
と
し
て
の
ビ
ゴ
ー
」『
ビ
ゴ
ー
素
描
コ
レ
ク
シ 

ョ
ン
三
―
明
治
の
事
件
―
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
一
四
頁
）。
ま
た
実
際
、 

諷
刺
新
聞
『
団
団
珍
聞
』
の
看
板
画
家
で
あ
っ
た
田
口
米
作
（
一
八
六
四
―
一
九
〇

三
年
）
の
遺
品
か
ら
は
ビ
ゴ
ー
の
絵
の
模
写
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
清
水
勲
、
前
掲

書
、「
事
件
の
目
撃
者
・
記
録
者
と
し
て
の
ビ
ゴ
ー
」『
ビ
ゴ
ー
素
描
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

３―

明
治
の
事
件―

』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
一
一
頁
）。
同
じ
く
『
団
団
珍

聞
』
の
看
板
画
家
、
小
林
清
親
は
明
治
一
八
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
ビ
ゴ
ー
と

同
紙
掲
載
の
諷
刺
画
三
点
を
共
同
製
作
し
て
い
る
。『
時
事
新
報
』
の
専
属
画
家
、
今

泉
一
瓢
や
北
沢
楽
天
（
諷
刺
雑
誌
『
東
京
パ
ッ
ク
』
創
刊
（
一
九
〇
五
年
））
も
横
浜

居
留
地
に
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
雑
誌
を
買
い
求
め
て
い
る
（
清
水
勲
『
日
本
近
代
漫
画
の

誕
生
』
山
川
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）。 

（
４０
）
日
本
の
諷
刺
画
に
お
い
て
「
日
本
」
像
が
「
欧
米
列
強
国
」
像
に
比
肩
す
る
「
大
人 

の
男
性
（
軍
人
）」（
つ
ま
り
近
代
的
身
体
）
と
し
て
継
続
的
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な 

る
の
は
、
管
見
の
限
り
一
九
〇
二
年
の
日
英
同
盟
以
降
で
あ
る
。
し
か
し
一
貫
し
て 

 

「
大
人
の
軍
人
」
と
し
て
描
か
れ
続
け
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
日
露
戦
争
の
勝
利 
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後
で
あ
っ
て
も
、
自
国
を
「
子
ど
も
」
と
し
て
再
度
描
く
な
ど
、
そ
の
底
流
に
は
西 

洋
へ
の
根
深
い
务
等
意
識
、
被
害
者
意
識
、
あ
る
い
は
自
虐
的
な
自
国
へ
の
眼
差
し  

が
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
際
に
、
日
本
の
風
刺
漫
画
に
お
け
る
自
国
の
描
か 

れ
方
は
、
相
手
国
の
表
象
に
対
応
し
て
自
国
像
が
揺
れ
動
く
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。 

す
な
わ
ち
自
国
像
の
構
築
に
一
貫
性
が
乏
し
く
、
確
た
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拠 

り
ど
こ
ろ
と
な
る
表
象
が
成
立
し
な
か
っ
た
。
サ
ム
・
キ
ー
ン
の
い
う
「
自
分
は
万 

能
だ
と
い
う
考
え
や
感
情
と
、
無
能
だ
と
い
う
そ
れ
と
の
間
を
振
り
子
の
よ
う
に
揺 

れ
動
く
」「
パ
ラ
ノ
イ
ア
」
的
自
己
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、「
両
極
端
の
感
情
」
を
も
つ
、 

ま
さ
に
「
幼
児
期
の
あ
り
方
」
な
の
で
あ
る
（
サ
ム
・
キ
ー
ン
『
敵
の
顔
』
柏
書
房
、 

一
九
九
四
年
、
一
一
六
頁
参
照
）。 

（
４１
）
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
「
風
刺
画
の
な
か
の
日
本
人
、
ア
メ
リ
カ
人
―
日
米
関
係
に
お
け 

る
暗
号
化
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」『
日
米
戦
後
関
係
史
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
参
照
。 

  

〔
図
版
典
拠
〕 

【
図
１
】
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
「
新
年
の
贈
り
物
」『
ト
バ
エ
』
一
号
、
一
八
八
七
年
二
月 

十
五
日
（
芳
賀
徹
、
清
水
勲
、
酒
井
忠
康
、
川
本
皓
嗣
編
『
ビ
ゴ
ー
素
描
コ
レ
ク
シ 

ョ
ン
２ 

明
治
世
相
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）。 

【
図
２
】
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
「
現
代
日
本 

た
わ
し
の
と
り
っ
こ
」『
ト
バ
エ
』
四
十
一 

号
一
八
八
八
年
十
月
十
五
日 

（
同
前
）。 

【
図
３
】
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
「
よ
ち
よ
ち
歩
き
」「
無
題
」『
ト
バ
エ
』
四
十
八
号
、
一
八 

八
八
年
十
月
十
五
日
（
清
水
勲
編
『
明
治
の
面
影
・
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
ビ
ゴ
ー 

の
世
界
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）。 

【
図
４
】「
チ
ャ
イ
ナ
店
に
飛
込
ん
だ
ジ
ャ
ッ
プ
」『
パ
ン
チ
』
一
八
九
五
年
四
月
二
十
七
日 

 

（
東
田
雅
博
『
図
像
の
な
か
の
中
国
と
日
本
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
） 

【
図
５
】
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
『
極
東
に
お
け
る
古
き
英
国
』
一
八
九
五
年
七
月
（
芳
賀 

徹
、
清
水
勲
、
酒
井
忠
康
、
川
本
皓
嗣
編
、
前
掲
書
）。 

【
図
６
】
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
「
イ
ギ
リ
ス
印
の
玩
具
」『
日
本
人
の
生
活
』
八
号
、
一
八 

九
九
年
八
月
（
清
水
勲
・
湯
本
豪
『
外
国
漫
画
に
描
か
れ
た
日
本
』
丸
善
、
一
九
九 

四
年
）。 

【
図
７
】
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
「
心
変
わ
り
は
女
の
つ
ね
…
（
よ
く
知
ら
れ
た
歌
）」『
ト
バ 

エ
』
四
号
、
一
八
八
七
年
四
月
一
日
（
清
水
勲
編
『
明
治
の
面
影
・
フ
ラ
ン
ス
人 

画
家
ビ
ゴ
ー
の
世
界
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）。 

【
図
８
】
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
「
古
き
英
国
」『
極
東
に
お
け
る
古
き
英
国
』
一
八
九
五
年 

七
月 

（
芳
賀
徹
、
清
水
勲
、
酒
井
忠
康
、
川
本
皓
嗣
編
、
前
掲
書
） 

【
図
９
】
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
『
コ
キ
ュ
ラ
ン
・
ラ
ポ
ニ
の
誤
審
』
一
八
九
八
年
（
及
川 

 
 
 
 

茂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。 

【
図
１０
】『
日
本
及
日
本
人
』
裏
表
紙
、
一
九
二
四
年
五
月
一
日
（『
日
本
及
日
本
人
』
政 

教
社
、
一
九
二
四
年
五
月
一
日
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）。 

 

 

（
図
版
の
作
品
タ
イ
ト
ル
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
等
の
翻
訳
は
主
に
典
拠
先
に
依
っ
た
。【
図
９
】

の
み
、
筆
者
訳
す
。） 
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〔
附
記
〕 

 
小
論
は
、
拙
稿
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
に
お
け
る
『
日
本
』
像
―
そ
の
世
界
史
的

位
置
」（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
平
成
二
十
二
年
度
修
士
論

文
）
を
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
す
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
粘
り
強
く
指
導
し
て
下
さ
っ

た
指
導
教
官
の
池
田
忍
先
生
、
貴
重
な
資
料
の
ご
提
供
及
び
助
言
を
い
た
だ
い
た
、
日
本
女
子

大
学
の
及
川
茂
先
生
、
多
大
な
ご
協
力
を
頂
い
た
千
葉
大
学
文
学
部
史
学
科
の
皆
様
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。 


